
○ 処方する薬剤が同じ金額の場合でも、院内処方と院外処方で診療報酬（技
術料）に大きな差が生じている。

院内処⽅と院外処⽅のコスト差

２，９００円

院内処方 院外処方

医科・歯科
診療報酬

（診療所等の報酬）
７９０円

医科・歯科
診療報酬

（診療所等の報酬）
９４０円

調剤基本料
５５０円

調剤料
１，１４０円

薬学管理料
４３０円

９４０円

調剤報酬

（出典）厚生労働省「社会医療診療行為別統計（2016年）」
（注１）院内処方は処方料、院外処方は処方箋量の算定回数に基づき１処方あたり金額を計算
（注２）院内処方・院外処方を通じた１処方あたり薬剤料は約6,360円

（財務省「財政制度等審議会（財政制度分科会）」提出資料（平成29年10月25日）より）

調剤技術料

◆１処方の平均的な技術料

（薬剤料６，３６０円あたり）

薬学管理料

患者との対話による服薬状況等の確認、

残薬の状況確認などを実施した場合に算

定される「薬剤服用歴管理指導料」など

調剤料

処方した薬剤の剤数等に応じて算定

調剤基本料

処方せん受付につき算定される「調剤基

本料（狭義）」など

院内処方に対し、院外処方は
３倍程度高い
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